
心がまえ





 平時のこころがまえ 


・帰宅経路を、確認しておきましょう。


・情報収集手段を確認しておきましょう。


・事前に家族間で災害用伝言ダイヤル（171）の使い方や、待ち合わせ場所等を確認しておきましょう。


・ラジオなど必需品を中心に、重さや歩く距離も考えながら、各自で必要だと思う携行品を、リュックに入れて職場に準備しておきましょう。


・社内で同じ方向に帰る人たちで、災害時の徒歩帰宅グループを予め組んでおきましょう。





発生時のこころがまえ


・あわてず騒がず、落ち着いて、状況確認。情報の真偽を見極めましょう。


・災害用伝言ダイヤル（171）や携帯メール等で安否を確認しましょう。


・携帯ラジオをポケットに。その他携行品を確認しましょう。


・季節に応じて冷暖準備(携帯カイロやタオルなど)しましょう。


・情報収集手段を確認しましょう。


・一人で帰らないようにしましょう。


・声を掛け合い、助け合いましょう。


・自動車は利用しないようにしましょう。





停電していると夜の風景は一変します。そこで


・夜間は特に無理をしない！「帰らない」という選択もあります。


・どうしても夜間に帰宅するのなら、一人では決して帰らないようにしましょう。








